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● 症状

OPアンプなどでよく使う，プラス・マイナス2電

源をトランスと整流器を使って作った際に起きやすい

現象があります．片側の電圧が出ないのです．

たちが悪いことに，いつも出ないというわけではな

く，出ないのがプラス側またはマイナス側と決まって

もいません．片側しか出ないと，使用しているICや

周辺回路に異常な負荷を与えることがありますから，

決して起こしてはならない誤動作です．

● 原因

この現象が起こる原因はパワーON時の電源の立ち

上がり速度に関係しています．図1－1の回路でAC

電源の周波数が50 Hzとします．スイッチをONした

とき，たまたまAC電源が0からマイナス側に振れる

サイクルだと，図1－2に示すようにマイナス側の3

端子レギュレータから出力が出るのは入力電圧が定格

出力電圧より少し大きくなったときからです．「少し」

というのはレギュレータの入出力電圧差で，一般品な

ら2 V程度，低ドロップ型なら0.2 V程度です．

マイナス側の3端子レギュレータから電圧が出てき

た時点で，プラス側の平滑コンデンサは，まだ充電さ

れていませんから，プラス側の3端子レギュレータの

出力はなく，負荷に引っ張られてマイナス側に振れる

ことすらあります．

この状態でAC電源は次の半サイクルに入ります．

プラス側の平滑コンデンサの電圧は上昇していきます
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第4章

電源が起動しない

�
正負電源を3端子レギュレータで作ったが，
片方の出力が出ない

起動しない，ノイズが混入する，
異常な発熱，異常な発振など
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〈図1－1〉3端子レギュレータの出力の片方が出ないことのある
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〈図1－2〉電源投入時の動作



が，ピークに達してもプラス側の3端子レギュレータ

の出力はゼロに近いか負のままです．3端子レギュレ

ータ内部の保護回路が働いており，出力トランジスタ

がOFFのままになっているからです．

図1－3の内部等価回路から，そのしくみを理解で

きることでしょう．プラス側が先に立ち上がったとき

も同様な現象が起こる可能性があります．

● 対策

図1－4のように出力にダイオードを入れ，各3端

子レギュレータの出力が変則的な動きをしないように

します．電源投入時に一瞬電流が流れるだけの部品で

す．なお，何度か3端子レギュレータを使った回路を

組んだことのある方は，このようなダイオードを入れ

● 原因

フの字特性が深すぎて起動できないのが原因です．

電源回路の過電流保護回路の特性には，定電流垂下

特性，フの字特性など，各種のものがあります．

フの字特性の過電流保護回路は，ドロッパ・レギュ

レータで多用されてきた方式ですが，スイッチング・

レギュレータにおいても過電流時におけるストレスが

小さいことからよく使われています．

図2－1のように，OPアンプの電源回路など電源を

両極性で使用する場合において，＋側の電源と－側の

電源のどちらかが先に起動すると，他方の電源の出力

に逆電圧を加えることになります．

この場合，一般的にはダイオードを逆並列に接続し

て，逆電圧を加えても破損しないようにしますが，ダ

イオードの順方向電圧降下が約0.6～1 V位あるので，

後から立ち上がる電源は少なくとも約－0.6 Vから起

動しなければならず，フの字の深い電源の場合は起動

できないことがあります．図2－2に起動できない場

合のフの字特性の例を示します．

なくても大丈夫だった経験があるかと思います．

先の説明は半波整流回路で，電源スイッチをONす

ると同時に負の半サイクルが開始するという，いわば

特別な場合を仮定しています．整流器の出力の立ち上

がりのスピードはトランスの内部抵抗，コンデンサ容

量で異なりますし，電源スイッチに機械式のものが使

われていたらパワーON直後はチャッタリング現象の

ため電流は連続的に流れません．ここに説明したよう

な現象が起こるのは，むしろまれかもしれません．

しかし，文字どおり万に一つでも起こったら大変な

ことです．想定できる現象に対してはきちんと対策を

施しておく，これが信頼の設計技術です．
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� 両極性電源で片方の電源が起動しない

〈図1－3〉3端子レギュレータ 78××シリーズの出力保護回路
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〈図1－4〉対策方法
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〈図2－1〉両極性電源の例


